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色
菓
芋
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格

－
　
古
往
来
に
於
け
る
使
用
量
と
使
用
場
面
と
の
分
析
を
通
し
て

原

卓

　

　

志

目
　
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
古
往
来
に
於
け
る
別
名

三
、
古
往
来
に
於
け
る
別
名
の
使
用
量
の
変
化
と
そ
の
背
景

四
、
古
往
来
の
内
容
と
別
名
の
使
用
場
面

五
、
お
わ
り
に一

、
は
じ
め
に

三
巻
本
色
菓
字
類
抄
畳
字
部
に
は
左
に
掲
げ
る
よ
う
な
「
　
－
　
名
」
と
注
記
さ
れ
た
語
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
　
－
　
名
」
注
記
さ
れ
た

語
は
大
よ
そ
「
－
－
名
」
の
「
　
－
　
」
に
当
る
見
出
語
の
下
に
中
書
の
形
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
掲
げ
る
。

○
梁
山
懐
璃
ウ
サ
ン
　
（
上
7
5
ウ
6
、
梁
・
山
に
平
声
点
あ
り
）

○
草
聖
鮒
如
セ
イ
　
（
下
5
3
オ
4
、
草
に
上
声
点
、
聖
に
去
声
点
あ
り
）

サ
ウ

◎
象
平
声
俗
鳥
獅
山
　
（
下
動
物
4
4
オ
3
、
「
梁
山
」
右
傍
に
「
リ
ヤ
ウ
サ
ン
」
、
象
に
平
声
去
声
点
、
梁
・
山
に
平
声
点
あ
り
）

◎
許
計
折
劫
硯
　
（
以
下
略
）
（
上
地
儀
2
ウ
3
）

こ
れ
ら
が
色
葉
芋
類
抄
の
古
態
を
残
す
と
言
わ
れ
る
二
巻
本
世
俗
芋
類
抄
、
節
用
文
字
、
そ
し
て
二
巻
本
色
菓
字
類
抄
の
い
ず
れ
に
も
登
載
さ



れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
如
き
形
の
段
階
か
ら
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
如
き
形
へ
と
改
編
さ
れ
て
ゆ
く
過

（1）

程
で
の
増
補
に
か
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
既
に
先
学
の
指
摘
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
「
　
－
　
名
」
注
記
さ
れ
た
語
が
「
　
－
　
」
に
当
る
見
出
語
の
下
で
中
書
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
語
に
対
し
て
は
原
則
と
し
て
声
点
や
仮
名
音

注
以
外
に
は
注
記
が
施
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
次
の
三
例
に
限
っ
て
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
（
用
例
を
掲
げ
る
に
当
っ
て
以
下
論
旨
に
関
係
し
な
い

注
記
を
一
切
省
略
す
る
）
。

○
屋
㌍
諜
司
夜
巳
上
屋
急

○
鐘
拭
欝
票
也

○
徳
個
別
醐
出
様
掴
欝

（
上
4
1
ウ
1
）

（
上
9
9
オ
4
）

（
上
5
6
ウ
1
）

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち
特
に
第
二
例
「
巳
上
鐘
別
也
」
第
三
例
「
徳
別
名
也
」
と
に
よ
っ
て
色
実
字
類
抄
畳
字
部
に
登
載
さ
れ
た
「
　
－
　
名
」
注

（2）

記
さ
れ
た
語
が
色
葉
字
類
抄
の
編
者
に
「
別
名
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
別
稿
に
述
べ
た
。
本
稿
で
も
「
　
－
　
名
」
注
記
さ
れ

た
語
を
仮
り
に
別
名
と
呼
び
、
「
　
－
　
」
に
当
る
も
の
を
項
目
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
別
名
は
唐
土
の
文
献
に
そ
の
典
拠
を
多
く
求
め
得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
唐
土
所
按
の
類
書
で
あ
る
初
学
記
に
謂
う
所

（3）

の
事
対
と
深
い
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
別
に
述
べ
た
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
唐
土
の
文
献
に
そ
の
典
拠
を
有
し
、
更
に
初
学
記
に
謂
う
事
対
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
言
わ
ば
特
殊
な
語
で
あ
る
別

名
が
、
何
故
に
二
巻
本
色
菓
字
類
抄
の
形
か
ら
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
形
へ
と
改
編
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
殊
更
に
増
補
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

増
補
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
ら
別
名
に
対
し
て
色
菓
字
類
抄
の
編
者
が
何
ら
か
の
価
値
を
認
め
て
い
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
こ
の

問
題
を
解
明
す
る
為
の
一
方
法
と
し
て
、
本
邦
人
の
手
に
な
る
当
時
の
文
献
に
於
い
て
、
こ
れ
ら
別
名
が
ど
の
く
ら
い
の
量
で
、
ど
の
よ
う
な
場

面
・
文
脈
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
就
い
て
枚
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
口
に
本
邦
人

の
手
に
な
る
文
献
と
言
っ
て
も
、
当
時
の
文
献
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
、
貴
族
・
僧
侶
等
、
作
者
の
階
層
も
広
く
な
っ
て
お
り
、
総
て
を

色
翠
芋
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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網
羅
し
尽
す
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。

、
か
つ
て
山
田
俊
雄
氏
は
別
名
に
つ
い
て
『
「
－
名
」
の
注
記
を
有
す
る
も
の
が
、
一
グ
ル
ー
プ
を
な
す
と
い
ふ
こ
と
も
、
そ
れ
が
異
名
・
別

名
の
指
示
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
い
は
ば
類
義
語
・
同
義
語
の
指
摘
で
あ
り
、
表
現
・
理
会
に
お
い
て
シ
ノ
ニ
ム
・
ホ
モ
ニ
ム
が
、
し
ば
し

ば
書
簡
文
で
は
、
多
く
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
ふ
常
識
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
、
日
用
書
簡
用
語
と
い
ふ
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

（4）

一
つ
前
提
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
』
と
述
べ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
右
承
け
て
問
題
解
明
へ
の
一
段
階
と
し
て
、

ノ

と
り
あ
え
ず
書
簡
文
を
取
上
げ
て
、
別
名
の
使
用
量
、
使
用
場
面
を
中
心
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

（5）

対
象
と
す
る
文
献
は
色
葉
字
類
抄
成
立
の
前
後
約
百
年
の
問
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
古
往
来
と
し
、
次
の
十
四
点
を
取
上
げ
る
。

○
雲
州
往
来
　
○
和
泉
往
来
　
○
高
山
寺
本
古
往
来
　
○
東
山
往
来
　
○
菅
丞
相
往
来
　
○
釈
氏
往
来
　
○
貴
嶺
問
答
　
〇
十
二
月
往
来

○
新
十
二
月
往
来
　
○
垂
髪
往
来
　
○
雑
筆
往
来
　
○
常
途
往
来
　
○
手
習
党
往
来
　
○
御
慶
往
来

二
、
古
往
来
に
於
け
る
別
名

（6）

色
菓
字
類
抄
に
登
載
さ
れ
て
い
る
別
名
は
二
百
二
十
八
項
目
四
百
二
十
九
語
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
別
名
を
今
回
取
上
げ
た
十
四
点
の
古
往
来

の
中
に
求
め
、
各
々
の
古
往
来
に
於
け
る
別
名
と
そ
の
使
用
量
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

1
雲
州
往
来

雲
州
往
来
は
藤
原
明
衡
（
九
八
九
上
〇
六
六
）
の
撰
に
な
る
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
存
諸
伝
本
は
多
い
が
原
著
形
態
は
未
詳
で
あ
る
。

（7）

現
存
最
古
の
写
本
と
し
て
法
隆
寺
本
（
康
治
元
年
書
写
悉
畳
字
記
紙
背
）
が
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
が
相
当
数
の
誤
脱
が
あ
る
由
で
あ
る
。
伝
本
中
で

最
も
古
型
を
保
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
川
口
久
雄
氏
に
依
れ
ば
三
巻
本
甲
類
の
前
田
侯
爵
家
所
蔵
享
禄
二
年
古
写
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と

（8）

で
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
享
禄
二
年
本
を
調
査
す
る
。

享
禄
本
雲
州
往
来
に
は
別
名
が
三
十
一
項
目
三
十
七
語
認
め
ら
れ
る
。
延
べ
語
数
に
し
て
五
十
語
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
（
括
弧
内
は
別
名
が
掲



げ
ら
れ
た
項
目
を
示
す
）
。

白
駒
（
日
）
　
金
波
（
月
）

披
（
盗
人
）
　
輝
基
（
貴
）

（
朋
友
）
　
断
金
　
（
朋
友
）

木
（
造
作
）
　
赤
松
（
仙
）

艶
陽
（
春
）
　
曲
水
（
三
月
三
日
）
　
措
洗
（
三
月
）
　
初
冬
竿
月
）
　
酎
暢
（
歓
遊
）
　
博
陸
（
関
白
）
　
自

席
門
（
貧
）
　
的
舎
（
貧
）
　
蓬
戸
（
貧
）
　
玉
山
（
美
丈
夫
）
　
洛
川
（
美
婦
人
）
　
西
施
（
美
婦
人
）
　
知
音

胎
背
へ
老
）
　
鶴
髪
（
老
）
一
属
韻
（
医
）
　
鶏
距
（
筆
）
　
詞
林
（
詩
）
　
後
素
（
図
画
）
　
東
作
（
農
耕
）
　
土

∧
但
し
本
文
で
は
松
子
と
し
て
用
い
る
＞
　
世
路
（
路
）
　
桃
花
（
酒
）
　
大
谷
（
梨
）
　
騨
騨
（
属
）
　
浮
雲

（
馬
）
　
通
天
（
犀
）
　
丹
穴
（
鳳
）
　
能
言
（
艶
鵡
）

こ
れ
ら
別
名
の
巻
次
別
の
用
例
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、

上
巻
1
十
六
語

中
巻
　
－
　
十
五
語

山
梁
（
雉
）
　
披
臣
（
魚
）

下
巻
　
－
　
十
九
語

と
な
っ
て
お
り
各
巻
に
か
た
よ
り
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
雲
州
往
来
に
収
め
ら
れ
た
消
息
数
は
二
軍
二
通
で
あ
り
、
消
息
一
通
に
対
す
る
別
名

の
割
合
（
消
息
総
数
分
の
別
名
総
数
）
は
約
〇
・
二
五
と
な
る
。

2
和
泉
往
来

和
泉
往
来
は
高
野
山
西
南
院
蔵
文
治
二
年
書
写
本
の
奥
書
に
依
っ
て
編
者
に
興
胤
法
印
（
一
〇
七
五
入
滅
）
或
い
は
和
泉
講
師
雅
真
（
九
九
九
入

（9）

滅
）
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
和
泉
講
師
雅
真
が
編
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
雲
州
往
来
よ
り
も
そ
の
成
立
の
時
期
が
遡
る
。

和
泉
往
来
中
の
別
名
は
次
に
掲
げ
る
十
三
項
目
十
三
語
で
あ
る
。

玉
兎
（
月
）
　
措
洗
（
三
月
）
　
蒸
賓
（
五
月
）
　
夷
則
（
七
月
）
　
南
呂
（
八
月
）
　
応
鐘
（
十
月
）

桑
田
変
（
万
年
）
＜
但
し
本
文
で
は
桑
田
之
年
と
し
て
用
い
ら
れ
る
＞
　
鶴
髪
（
老
）
　
魚
網
（
紙
）

黄
鐘
（
十
一
月
）
　
大
呂
（
十
二
月
）

世
路
（
路
）
　
青
森
（
洋
）

消
息
総
数
が
二
十
四
通
で
あ
る
の
で
、
消
息
一
通
に
対
す
る
別
名
の
割
合
は
約
〇
・
五
四
と
な
る
。
し
か
し
、
和
泉
往
来
は
消
息
文
案
の
往
状
・

色
菓
字
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格
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八

返
状
各
一
双
の
首
に
正
月
か
ら
の
月
名
を
記
し
、
そ
の
下
に
各
々
の
月
の
異
名
を
記
す
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
後
述
の
菅
丞
相
往
来
と
同

じ
体
裁
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
首
題
の
よ
う
な
形
で
附
さ
れ
た
月
の
異
名
が
色
葉
字
類
抄
に
登
載
さ
れ
た
別
名
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
為
に
、
消

息
一
過
に
対
す
る
別
名
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
首
題
の
如
き
月
の
異
名
を
初
等
教
科
書
と
し
て
の
所
謂
往
来
物
の
形
式
的
附
属

物
と
し
て
消
息
そ
の
も
の
で
あ
る
と
は
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
和
泉
往
来
の
中
に
見
え
る
別
名
は
六
語
と
な
り
、
消
息
一
通
に
対
す
る
別
名
の
割

合
は
約
〇
・
二
五
と
な
る
。

3
高
山
寺
本
古
往
来

高
山
寺
本
古
往
来
は
編
者
・
成
立
年
代
共
に
未
詳
で
あ
る
が
、
築
島
裕
氏
の
説
に
依
れ
ば
、
高
野
山
関
係
の
僧
侶
に
依
っ
て
平
安
後
期
を
遡
ら

（10）

な
い
頃
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
本
往
来
中
に
見
ら
れ
る
別
名
は
次
に
掲
げ
る
三
項
目
三
語
で
あ
る
。

鶏
距
（
筆
）
　
魚
網
（
紙
）
　
世
路
（
路
）

延
べ
語
数
に
し
て
五
語
、
消
息
総
数
五
十
六
通
で
あ
る
こ
と
に
依
り
、
消
息
一
通
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
・
〇
九
と
な
る
。

4
東
山
往
来

（11）

院
政
期
、
清
水
寺
別
当
定
探
≡
〇
九
入
滅
）
に
依
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
平
泉
澄
氏
が
考
証
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
往
来
中
に
見

ら
れ
る
別
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

黄
昏
（
暮
）
　
鳩
舎
（
貧
）
　
竹
菓
（
酒
）
　
桃
花
（
酒
）

三
項
目
四
語
の
別
名
に
対
し
て
消
息
総
数
は
八
十
六
通
で
あ
り
、
消
息
一
通
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
・
〇
五
と
な
る
。

5
菅
丞
相
往
来

菅
丞
相
往
来
が
そ
の
名
の
通
り
菅
原
道
真
の
編
で
あ
る
と
す
れ
ば
平
安
中
期
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
撰
者
・
成
立
年
代
共
に
未
詳

（12）

で
あ
る
現
在
、
石
川
謙
氏
に
従
っ
て
一
応
こ
こ
に
位
置
さ
せ
る
。

こ
の
中
に
見
ら
れ
る
別
名
は
十
三
項
目
十
七
語
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
和
泉
往
来
と
同
様
に
消
息
文
案
の
首
に
記
し
た
月
の
異
名
が
中
心
で



あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
く
と
二
項
日
二
語
と
な
る
。
次
に
掲
げ
る
。

孟
春
（
正
月
）
　
仲
春
（
二
月
）
　
括
洗
（
三
月
）
　
孟
夏
（
四
月
）
　
仲
夏
（
五
月
）
　
遊
楽
（
五
月
）
　
林
鎧
（
六
月
）
　
夷
則
（
七
月
）

南
呂
（
八
月
）
　
仲
秋
（
八
月
）
　
応
鎧
（
十
月
）
　
仲
冬
（
十
一
月
）
　
黄
鐘
（
十
一
月
）
　
晩
冬
（
十
二
月
）
　
大
呂
（
十
二
月
）
　
魚
胸
（
紙
）

詞
林
（
詩
）

消
息
総
数
は
二
十
四
通
で
あ
り
、
一
通
に
対
す
る
別
名
の
割
合
は
月
の
異
名
を
除
い
た
場
合
約
〇
・
〇
八
と
な
る
。

6
釈
氏
往
来

仁
和
寺
門
跡
守
覚
法
親
王
二
二
〇
二
入
滅
）
　
の
手
に
な
る
往
来
で
あ
る
。
撰
述
年
代
に
つ
い
て
は
院
政
期
末
或
い
は
鎌
倉
時
代
初
期
と
説
が
あ

（13）

る
が
石
川
謙
氏
の
説
に
従
っ
て
お
く
。

こ
の
往
来
中
に
は
六
項
目
六
語
の
別
名
が
見
え
、
消
息
五
十
四
通
と
の
割
合
は
約
〇
・
一
一
で
あ
る
。

銀
漠
（
天
）
　
詔
光
（
春
）
　
白
波
（
盗
人
）
　
鳩
舎
（
貧
）
　
禿
筆
（
筆
）
　
輝
醇
（
菊
）

7
貴
嶺
問
答

（14）

貴
嶺
問
答
は
中
山
忠
親
に
依
っ
て
文
治
年
間
（
二
八
五
1
二
八
九
）
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
別
名
は
次
の
二
項
目
二
語
、
延

べ
三
語
見
ら
れ
る
。

仲
冬
（
十
一
月
）
　
博
陸
（
関
白
）

消
息
総
数
百
三
十
通
、
一
通
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
・
〇
二
と
な
る
。

8
十
二
月
往
来

（15）

十
二
月
往
来
は
編
者
・
成
立
年
代
共
に
未
詳
で
あ
る
。
石
川
謙
氏
の
説
に
依
り
こ
こ
に
位
置
さ
せ
る
。
別
名
は
次
に
掲
げ
る
二
項
目
二
語
で
あ

り
、
消
息
総
数
二
十
四
通
、
一
通
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
・
〇
八
で
あ
る
。

西
施
（
美
婦
人
）
　
騨
脂
（
馬
）

色
菓
字
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

9
新
十
二
月
往
来

新
十
二
月
往
来
は
後
京
極
良
経
に
依
っ
て
建
久
四
年
（
二
九
三
）
か
ら
良
経
の
没
す
る
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）
ま
で
に
成
立
し
た
と
言
わ
れ

（16）る
。
別
名
は
次
に
掲
げ
る
三
項
目
三
語
で
あ
り
、
消
息
総
数
二
十
四
通
、
一
通
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
二
二
で
あ
る
。

曲
水
（
三
月
三
旦
　
土
木
（
造
作
）
　
桃
花
（
酒
）

1
0
垂
髪
往
来

垂
髪
往
来
は
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
権
大
僧
都
綱
厳
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
の
本
奥
書
に
依
っ
て
「
釈
門
末
　
愚
賢
」

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
又
、
同
じ
本
奥
書
の
「
建
長
欝
五
之
暦
」
に
依
り
、
そ
の
成
立
が
建
長
五
年
（
二
五
三
）
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
艶
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
別
名
は
五
項
目
五
語
、
二
十
四
通
の
消
息
か
ら
成
る
故
に
、
二
過
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
・
二
「
と
な
る
。

指
洗
（
三
月
）
　
青
草
（
湖
）
　
酒
濱
（
磐
）
　
西
施
（
美
婦
人
）
　
禿
筆
（
筆
）

1
1
雑
筆
往
来

（18）

編
者
・
成
立
年
代
共
に
未
詳
。
石
川
氏
の
説
に
依
っ
て
こ
こ
に
置
く
。
別
名
は
見
ら
れ
な
い
。

1
2
常
途
往
来

（19）

編
者
・
成
立
年
代
共
に
未
詳
。
石
川
氏
の
説
に
依
っ
て
こ
こ
に
置
く
。
別
名
は
見
ら
れ
な
い
。

1
3
手
習
覚
往
来

（20）

編
者
・
成
立
年
代
共
に
未
詳
。
石
川
氏
の
説
に
依
っ
て
こ
こ
に
置
く
。
本
往
来
に
見
ら
れ
る
別
名
は
一
項
目
一
語
で
あ
る
。
消
息
数
十
二
通
、

一
通
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
・
〇
八
で
あ
る
。

垂
露
（
書
跡
）

1
4
御
慶
往
来

（21）

編
者
・
成
立
年
代
共
に
未
詳
。
石
川
氏
の
説
に
依
っ
て
こ
こ
に
置
く
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
別
名
は
二
項
目
二
語
で
あ
り
、
消
息
数
は
十
三
通
、



一
通
に
対
す
る
割
合
は
約
〇
・
一
五
で
あ
る
。

知
音
（
朋
友
）
　
龍
蹄
（
馬
）

三
、
古
往
来
に
於
け
る
別
名
の
使
用
量
の
変
化
と
そ
の
背
景

前
節
に
見
て
き
た
十
四
点
の
古
往
来
に
於
け
る
別
名
の
使
用
量
と
消
息
一
通
に
対
す
る
割
合
を
時
代
順
に
配
列
し
て
麦
に
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。時

代

往
　
　
来
　
　
名

別

　

名

　

使

　

用

　

量

消
息
一
通
に
対
す
る
割
合

雲
州
往
来

和
泉
往
来

高
山
寺
本
古
往
来

三
十
一
項
目
三
十
七
語
（
延
べ
五
十
語
）

十
三
項
目
十
三
語
（
六
項
目
六
語
）

三
項
目
三
語
（
延
べ
五
語
）

〇
・
二
五

〇
・
五
四
　
（
〇
・
二
五
）

〇
・
〇
九

東
山
往
来

菅
丞
相
往
来

釈
氏
往
来

三
項
目
四
語

十
三
項
目
十
七
語
（
二
項
目
二
語
）

六
項
目
六
語

〇
・
〇
五

〇
・
七
　
（
〇
・
〇
八
）

〇
・
一
一

二
項
目
二
語
　
（
延
べ
三
語
）

二
項
目
二
語

三
項
目
三
語

五
項
目
五
語

ナ
シ
ナ
シ
一
項
目
一
語

二
項
目
二
語

〇
・
〇
二

〇
・
〇
八

〇
・
一
二

〇
二
一
一

〇〇〇
・
〇
八

〇
二
五

（
注
）
　
使
用
量
欄
括
弧
で
包
ん
だ
も
の
は
首
題
の
如
き
月
の
別
名
を
除
い
た
場
合
の
数
。

色
葉
芋
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

こ
の
よ
う
に
時
代
順
に
配
列
し
て
み
る
と
、
別
名
の
使
用
量
に
於
い
て
、
い
く
つ
か
の
出
入
は
あ
る
も
の
の
平
安
後
期
成
立
の
雲
州
往
来
が
他

を
大
き
く
離
し
て
使
用
量
が
多
く
、
そ
の
次
に
和
泉
往
来
、
院
政
期
の
釈
氏
往
来
が
続
き
、
は
ぽ
時
代
を
降
る
と
共
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
又
、
一
通
に
対
す
る
割
合
で
も
平
安
後
期
成
立
の
雲
州
往
来
、
和
泉
往
来
に
於
け
る
割
合
が
高
く
、
院
成
期
、
鎌
倉
時
代
成
立
の
古
往

来
に
於
け
る
割
合
は
垂
髪
往
来
の
よ
う
な
例
外
も
含
み
な
が
ら
全
体
的
に
平
安
後
期
成
立
の
雲
州
往
来
・
和
泉
往
来
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る

（
唯
、
平
安
後
期
成
立
の
高
山
寺
本
古
往
来
は
割
合
が
低
い
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
往
来
に
収
め
ら
れ
た
消
息
の
内
容
と
の
関
係
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
）
。
つ
ま
り
、

平
安
後
期
に
於
け
る
雲
州
往
来
や
和
泉
往
来
で
は
比
較
的
多
く
の
別
名
が
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
院
政
期
、
鎌
倉
時
代
の
往
来
で
は
そ
れ
程

多
く
の
別
名
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
往
来
が
初
等
教
科
書
、
所
謂
往
来
物
と
し
て
独
自
の
地
位
を
踏
み
固
め
て
ゆ
く
そ
の
変
化
と
時
代
を
同
じ
く
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
平
安
後
期
の
往
来
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
往
来
の
初
等
教
科
書
と
し
て
の
実
用
化
傾
向
が
、
仏
教
上
の
儀
式
や
行
事
を
中
心
に
取
扱

っ
た
院
政
期
の
釈
氏
往
来
を
初
め
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
貴
嶺
問
答
（
律
令
に
依
る
有
職
故
実
の
解
釈
）
、
手
習
覚
往
来
（
手
習
の
方
法
や
心
得
を
説
く
）

（22）

の
よ
う
に
分
化
拡
大
し
た
こ
と
、
初
等
教
科
書
と
し
て
の
往
来
の
使
用
者
（
学
習
者
）
が
武
士
の
子
弟
等
の
下
層
階
級
に
降
り
て
き
た
と
い
う
と

こ
ろ
に
こ
の
別
名
の
使
用
の
減
少
の
理
由
が
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
往
来
の
実
用
化
に
あ
い
ま
っ
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
も
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。

一
、
ヨ
ノ
常
ノ
消
息
ナ
ド
ニ
、
苫
物
ノ
異
名
ヲ
コ
ノ
ミ
吉
事
、
尤
イ
ワ
レ
ナ
シ
。
殊
更
月
ナ
ド
ノ
異
名
、
往
来
井
文
書
等
ノ
奥
書
ニ
ア
レ
ハ
ト

テ
、
マ
ナ
ビ
書
ベ
カ
ラ
ズ
。
可
レ
書
虞
ニ
テ
書
ハ
尤
面
自
キ
也
。
吉
マ
ジ
キ
所
ニ
テ
カ
ケ
バ
ヲ
カ
シ
キ
物
二
成
也
。
（
以
下
略
）

（
「
書
札
作
法
抄
」
新
校
群
書
類
従
巻
第
百
四
十
五
所
収
）

こ
れ
は
室
町
時
代
成
立
と
見
ら
れ
る
苔
札
作
法
抄
の
一
部
で
あ
る
。
実
用
を
旨
と
す
べ
き
消
息
に
於
い
て
別
名
（
襲
名
）
を
殊
更
に
用
い
る
こ

と
を
戒
め
た
も
の
で
あ
り
、
「
（
古
い
）
往
来
や
文
書
に
別
名
（
異
畳
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
ま
ね
て
め
っ
た
や
た
ら
に
使
う

も
の
で
は
な
い
。
唯
、
表
現
効
果
を
狙
っ
て
の
使
用
は
面
白
く
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
他
で
は
妙
な
文
章
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」
と
い
う
意



味
で
あ
ろ
う
。
別
名
が
消
息
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
中
世
末
の
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
た
の
か
が
よ
く
理
解
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

別
名
の
見
ら
れ
な
い
雑
筆
往
来
、
常
途
往
来
は
各
々
雑
筆
往
来
型
、
消
息
詞
型
と
呼
ば
れ
る
語
句
集
に
属
す
る
往
来
で
あ
り
、
書
簡
用
常
套
句

を
類
果
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雑
筆
往
来
型
、
消
息
詞
型
の
語
句
集
と
し
て
の
往
来
に
別
名
が
必
ず
し
も
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
往
来
の
初
等
教
科
書
と
し
て
の
実
用
化
傾
向
の
中
で
別
名
が
完
全
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
訳
で
は
な
い
。

カ

カ

ミ

文
明
十
八
年
書
写
の
富
士
野
往
来
の
末
尾
に
は
四
季
異
名
・
月
異
名
・
鐘
異
名
二
屈
異
名
・
墨
異
名
・
紙
異
名
・
刀
異
名
・
銭
異
名
・
橘
異

（23）

名
・
瓜
異
名
・
舟
異
名
と
い
う
異
名
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
富
士
野
往
来
末
尾
の
異
名
に
つ
い
て
石
川
謙
氏
は
「
作
文
・
文
学
へ
の
効
用
を

目
指
し
た
も
の
の
中
に
も
、
異
名
尽
と
文
学
書
の
目
次
ま
た
は
書
名
を
掲
げ
た
も
の
と
が
あ
る
。
物
の
異
名
を
列
挙
し
て
先
づ
学
ば
せ
る
の
は
漢

詩
・
漢
文
そ
の
他
消
息
文
の
読
解
に
も
製
作
に
も
、
五
山
文
学
の
影
響
ゆ
た
か
な
室
町
時
代
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て
能
率
的
な
学
習
様
式
で
あ
っ

（24）

た
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
富
士
野
往
来
末
尾
の
異
名
尽
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
往
来
に
於
け
る
別
名
の
使
用
量
の
減
少
に
対
し
て
別
の
方
向
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
日
常
生
活
に
於
け
る
消
息
の
為
で
は
な
く
。
文
学
的
方
面
で
の
学
習
の
為
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
高
度
に
専
門
分
化
し
た
教
科
書

と
し
て
の
往
来
に
現
れ
た
別
名
使
用
の
一
面
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

四
、
古
往
来
の
内
容
と
別
名
の
使
用
場
面

平
安
後
期
の
成
立
で
あ
る
雲
州
往
来
、
和
泉
往
来
、
高
山
寺
本
古
往
来
は
同
時
代
の
成
立
で
あ
り
な
が
ら
別
名
の
使
用
量
、
消
息
一
通
に
対
す

る
別
名
の
割
合
に
於
い
て
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
差
異
の
生
じ
た
理
由
を
往
来
の
内
容
と
別

名
の
使
用
場
面
と
の
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

色
葉
字
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

雲
州
往
来
は
中
流
貴
族
階
級
の
消
息
を
類
果
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
・
中
・
下
巻
で
少
々
消
息
の
内
容
を
異
に
す
る
が
、
都
で
の
月
々
の
行
事

（25）

や
遊
宴
を
題
材
に
し
た
消
息
が
多
く
、
そ
こ
に
は
文
人
色
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
和
泉
往
来
、
高
山
寺
本
古
往
来
は
編
者
が
共

（26）

に
僧
で
あ
り
、
収
め
ら
れ
た
消
息
は
僧
俗
混
在
型
で
あ
る
。
こ
の
二
往
来
の
内
容
、
性
格
の
差
異
に
つ
い
て
奥
田
勲
氏
の
細
論
が
あ
る
。
氏
の
説

に
依
る
と
、
和
泉
往
来
は
往
来
物
と
し
て
の
形
式
、
文
体
、
内
容
の
整
備
さ
れ
た
模
範
文
例
集
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
高
山
寺
本
古
往
来
は

「
都
市
・
農
村
・
漕
・
俗
の
各
世
界
に
わ
た
る
多
様
性
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
き
わ
め
て
具
体
性
に
富
み
、
と
り
わ
け
在
地
の
生
活
や
馬
の

貸
借
供
給
等
に
於
い
て
著
し
い
も
の
が
あ
る
」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
往
来
そ
れ
ぞ
れ
に
は
内
容
や
性
格
の
違
い
が
あ
り
、
こ
の
相
違
、
特
に
文
人
色
の
有
無
が
前
節
に
述
べ
た
初
等
教
科
書
と
し
て
の

往
来
の
使
用
者
（
学
習
者
）
階
層
の
下
降
に
依
る
別
名
使
用
の
低
下
と
い
う
こ
と
と
密
接
匝
関
連
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
流
貴
族
の
詩
文
の

会
へ
の
招
待
状
や
そ
の
返
状
等
と
い
っ
た
消
息
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
雲
州
往
来
に
は
別
名
の
他
に
も
様
々
な
典

（27）

拠
を
有
す
る
言
回
し
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
農
村
等
在
地
の
生
活
等
に
関
す
る
消
息
に
そ
の
特
徴
を
有
す
る
高
山
寺
本
古
往
来
は
文
人
色
が
薄

い
と
考
冬
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
に
別
名
の
使
用
量
も
少
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
の
が
和
泉
往
来
で
あ
る
。

さ
て
、
雲
州
往
来
に
比
し
て
文
人
色
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
和
泉
往
来
や
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で
別
名
を
使
用
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
次
に
和
泉
往
来
、
高
山
寺
本
古
往
来
の
別
名
の
各
々
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

和
泉
往
来
の
別
名
使
用
に
於
け
る
特
徴
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
各
消
息
文
案
の
首
題
の
如
き
形
で
月
の
別
名
を
用
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

．
イ
　
ソ
ク

〇
　
　
七
月
夷
則

レ

生

へ

レ

シ

テ

　

ヲ

　

　

　

　

ウ

ツ

ル

ニ

金
商
変
　
節
一
玉
轄
移
時
一
（
以
下
略
）

こ
れ
は
一
つ
の
形
式
と
し
て
考
与
ら
れ
よ
う
が
、
月
の
別
名
は
様
々
な
訓
点
資
料
の
奥
書
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
前
述
の
富
士
野

往
来
末
尾
の
異
名
尽
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
月
の
別
名
自
体
と
し
て
は
当
時
一
般
に
定
着
し
て
い
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。



そ
の
他
の
用
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

六
レ
　
ウ
　
ツ
ハ
サ
ハ
ヤ
シ
　
　
　
　
　
ト
　
ヒ
ツ
メ
カ
ロ
シ

①
金
烏
麹
－
早
　
玉
－
菟
蹄
l
軽
　
（
正
月
状
）

へ

キ

鬼

　

チ

エ

セ

イ

ヒ

レ

マ

ツ

　

ヲ

②
磐
井
随
節
一
青
森
待
時
一
（
五
月
状
）

ヒ

テ

　

　

マ

ウ

ア

ラ

ワ

一

l

ユ

　

　

　

　

カ

ツ

，

、

　

　

　

ヲ

③
鷹
書
飛
来
魚
－
納
潜
　
見
所
命
之
旨
且
　
以
奉
之
一
（
八
月
状
）

〔綱〕

ノ
　
　
シ
キ
リ
一
【
　
テ
　
　
　
バ
ツ
　
シ
　
　
ノ
イ
ダ
ー
キ
　
　
　
　
ノ

④
秋
腐
頻
　
鳴
鶴
髪
如
二
山
頂
　
之
雪
t
　
（
八
月
状
）

せ
丁

ヒ
ヘ
レ
シ
テ
　
シ
タ
　
カ
ス
ウ
　
ク
ス
イ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヲ

⑤
徳
海
三
変
　
同
　
計
二
菊
水
桑
田
之
年
一
（
十
二
月
状
）

l

ノ

　

ス

、

ム

テ

　

　

ワ

シ

ヲ

ウ

ト

　

イ

　

ニ

　

ハ

、

カ

ル

　

ニ

　

　

　

　

ル

コ

ト

　

チ

エ

ク

　

ス

レ

ハ

　

シ

リ

ソ

イ

テ

　

　

　

ト

　

　

レ

ケ

ウ

ヲ

　

ナ

ケ

ク

　

エ

　

　

　

コ

ト

ヲ

　

カ

ウ

ケ

レ

⑥
欲
三
進
－
而
瑳
】
　
世
路
一
憧
二
身
一
於
在
三
血
辱
欲
三
　
退
－
而
背
二
道
業
一
欺
三
名
於
無
二
　
効
験
　
（
九
月
状
）

ハ
チ

①
②
の
用
例
は
い
ず
れ
も
消
息
の
冒
頭
に
当
っ
て
い
る
。
消
息
の
冒
頭
に
こ
の
よ
う
な
四
言
二
旬
の
対
句
を
位
置
さ
せ
る
こ
と
は
和
泉
往
来
の

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
・
こ
れ
に
つ
い
て
奥
田
氏
は
こ
れ
ら
が
ど
の
程
度
実
用
文
に
つ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
を
持
た
れ
な
が
ら
も
、
往
来
物

（28）

の
一
系
譜
の
中
に
こ
の
よ
う
な
形
式
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③
は
「
紙
」
の
別
名
で
あ
る
「
魚
網
」
の
用
例
で
あ
る
。
消
息
の
冒
頭
の
四
言
二
旬
の
対
句
表
現
で
あ
る
こ
と
は
①
②
の
用
例
と
同
じ
で
あ

る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
「
願
書
」
と
「
魚
網
」
の
対
と
し
た
表
現
は
菅
丞
相
往
来
五
月
状
に
も
、

カ

ン

　

　

　

ク

ク

エ

テ

　

　

　

　

　

ヲ

ナ

シ

　

ト

ウ

ス

ル

コ

ト

○
腐
書
久
絶
　
魚
綱
無
r
通

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
消
息
の
授
受
に
関
す
る
場
面
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
和
泉
往
来
、
菅
丞
相
往
来
両
者
共
に
対
句
仕
立
て

の
表
現
で
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
に
文
人
色
を
見
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
菅
丞
相
往
来
に
つ
い
て
石
川
氏
は
和
泉
往
来
よ
り
も
更
に
漢
文
調
が
強
い

（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
U

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
文
調
の
文
脈
に
於
い
て
別
名
の
使
用
が
見
ら
れ
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
は
「
老
」
の
別
名
「
鶴
髪
」
の
例
、
⑤
は
「
万
年
」
の
別
名
「
桑
田
（
変
）
」
の
例
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
己
が
老
齢
を
嘆
き
思
う
場
面
で
の
使

用
で
あ
る
。
「
鶴
髪
」
に
つ
い
て
は
雲
州
往
来
に
も
、

色
菓
字
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

キ

ウ

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ョ

ハ

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

シ

○
蒐
－
裳
ノ
〔
之
〕
地
ヲ
ト
メ
、
偏
二
鶴
1
髪
ノ
〔
之
〕
齢
ヲ
全
ク
セ
ン
ニ
ハ
知
力
不
　
〒
7
2
ウ
1
0
）

タ

イ

ハ

イ

○
胎
背
鶴
l
髪
（
ノ
）
〔
之
〕
客
四
－
五
－
輩
山
宅
二
招
ク
可
（
シ
）
　
（
下
6
7
ウ
5
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
（
用
例
の
芦
点
は
私
に
省
略
し
た
）
。
往
来
以
外
の
文
献
で
は
本
朝
文
粋
巻
三
、
寿
考
に
於
い
て
、

○
無
私
檻
鶴
巌
を
敵
雪
l
撃
射
撃
酢
を
耐
轡
聖
カ
ナ
ル
に
（
身
延
文
庫
本
。
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
考
仮
名
を
片
仮
名
で
示
し
、
声
点
は
省
略
し
た
。
）

サ
メ

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
雲
州
往
来
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
老
」
の
別
名
「
胎
背
」
は
他
に
菅
家
文
革
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
漢
文

の
中
に
使
用
さ
れ
る
こ
れ
ら
別
名
も
文
人
色
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
桑
田
（
変
）
」
の
用
例
は
他
に
見
出
し

得
て
い
な
い
。

⑥
は
「
路
」
の
別
名
「
世
路
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
雲
州
往
来
、
高
山
寺
本
古
往
来
に
も
見
出
さ
れ
る
。

キ

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

サ

、

ヘ

　

コ

ク

ヱ

ン

○
官
－
爵
ノ
事
、
只
吹
嘘
二
在
り
、
世
路
ノ
支
、
顧
巻
ナ
ラ
不
ト
イ
フ
コ
ト
莫
（
シ
）
　
（
雲
州
往
来
上
1
7
ウ
6
、
声
点
は
省
略
）

イ

ヤ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

シ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヮ

ス

　

ス

○
筍
ク
モ
、
少
僧
、
世
路
二
相
交
テ
、
白
衣
二
同
（
ク
）
ス
ト
堆
（
モ
）
心
二
仏
法
ヲ
亡
レ
未
　
（
高
山
寺
本
古
往
来
、
二
十
九
状
）

イ

サ

・

、

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ィ

ン

吉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔

忘

〕

ハ

ナ

○
柳
二
宿
願
ヲ
遂
ケ
ム
カ
為
こ
、
隠
居
セ
ム
ト
恩
（
ヒ
）
給
（
へ
）
侍
り
、
是
、
世
路
ヲ
離
レ
ク
ル
（
ニ
）
依
テ
、
一
両
ノ
弟
子
、
或
（
ハ
）
事

ト

フ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ツ

　

　

シ

カ

　

　

　

　

　

　

　

フ

ン

サ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

エ

縁
ヲ
訪
ヒ
或
（
ハ
）
生
土
（
ヲ
）
尋
ネ
テ
、
併
シ
ナ
カ
ラ
以
（
テ
）
紛
散
、
是
、
他
事
二
非
（
ス
）
、
食
得
難
キ
ニ
依
ル
カ
致
（
ス
）
所
也
（
同
、

二
十
四
状
）

ハ

カ

リ

n

ト

○
誠
二
世
路
（
ノ
）
〔
之
〕
事
二
似
（
ル
）
ト
錐
モ
、
是
延
算
（
ノ
）
〔
之
〕
計
也
　
（
同
、
四
十
二
状
）

こ
れ
ら
は
単
に
「
路
」
と
い
う
よ
り
「
世
の
路
」
或
い
は
「
世
渡
り
の
路
」
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
世
路
」
は
往
来
以
外
で
は
菅

家
文
革
に
、

○
未
出
炎
蒸
天
地
鐘
　
況
行
世
路
甚
崎
嘔
　
（
巻
夢
二
、
苦
熱
）

○
世
路
難
於
行
海
路
　
飛
帆
豊
敢
得
明
春
　
（
巻
第
三
、
三
年
歳
暮
欲
更
帰
州
聯
述
所
懐
寄
尚
書
平
右
垂

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
他
発
心
集
、
海
道
記
に
も
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
漢
文
製
作
の
場
だ
け
で
な
く
、
一
般
に
も
用
い
ら
れ



て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

○
殺
生
を
好
み
、
世
路
を
わ
し
り
つ
る
人
、
い
か
が
往
生
せ
む
　
（
巻
第
七
　
中
将
雅
通
持
法
華
経
往
生
事
）

○
さ
れ
ど
も
具
縛
の
憂
き
身
は
一
栄
の
肴
に
す
す
め
ら
れ
て
三
着
の
酒
に
酔
臥
し
、
世
路
の
瞼
難
に
渡
れ
て
仙
界
の
正
道
に
迷
ひ
ぬ
　
（
海
道
記
）

以
上
の
よ
う
に
和
泉
往
来
に
用
い
ら
れ
た
別
名
は
編
者
（
或
い
は
消
息
の
差
出
人
）
に
依
る
漢
文
調
の
文
脈
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

、Uし

れ
は
表
現
効
果
を
狙
っ
た
編
者
（
或
い
は
差
出
人
）
の
計
算
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
漢
詩
文
製
作
の
場
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
他

に
漢
詩
文
製
作
の
場
だ
け
に
留
ま
ら
ず
他
の
散
文
文
献
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
一
般
に
定
着
し
て
い
た
と
田
罵
れ
る
別
名
の
使
用
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
高
山
寺
本
盲
往
来
の
例
を
掲
げ
る
。

サ

イ

リ

ン

　

　

　

ソ

ン

　

　

　

　

キ

ョ

ハ

ウ

　

　

ダ

タ

ハ

　

ス

　

モ

ウ

テ

ン

　

　

　

エ

ヰ

（

マ

マ

）

　

　

　

　

ヶ

ィ

コ

　

ノ

コ

○
察
倫
カ
〔
之
〕
孫
二
非
（
ス
）
ハ
魚
綱
（
ヲ
）
蓄
工
不
、
蒙
情
カ
〔
之
〕
裔
　
二
非
（
ス
）
ハ
鶏
距
ヲ
遺
ス
コ
ト
元
シ
　
（
五
十
六
状
）

〔惜〕

「
紙
」
の
別
名
「
魚
網
」
と
「
筆
」
み
別
名
「
鶏
距
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
初
め
て
「
紙
」
「
筆
」
を
作
っ
た
察
倫
と
蒙
悟
を
引
き
合
い
に
出

し
て
、
そ
の
子
孫
で
は
な
い
自
分
に
は
そ
れ
ら
が
不
足
し
て
い
る
と
言
う
。
つ
ま
り
、
短
い
消
息
に
対
す
る
詫
び
と
で
も
い
う
も
の
を
対
句
仕
立

て
の
漢
文
調
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
衰
現
が
消
息
の
常
套
文
句
と
し
て
あ
っ
た
の
か
否
か
俄
か
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の

別
名
の
使
用
と
し
て
は
先
述
の
「
世
路
」
以
外
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
別
名
の
使
用
量
の
少
な
い
本
往
来
に
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
に
別
名
を
用
い

た
表
現
を
置
い
た
の
は
、
こ
の
第
五
十
六
状
が
高
山
寺
本
古
往
来
の
末
尾
に
当
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
高
山
寺
本

古
往
来
の
編
者
が
一
編
の
往
来
を
結
ぶ
に
当
っ
て
、
特
に
そ
の
結
び
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
「
世
路
」
の
如
き
一
般
に
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
別
名
の
使
用
以
外
に
、
他
の
別
名
を
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な
い
高
山
寺
本
古

往
来
に
と
っ
て
こ
の
別
名
の
使
用
は
編
者
が
表
現
効
果
を
狙
っ
て
用
い
た
例
外
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

＼
　
古
往
来
に
於
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
別
名
の
使
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
当
時
一
般
に
定
着
し
て
い
た
が
故
の
使
用
で
あ
る
の
か
、
漢
文
調
の
文
脈
を

も
っ
て
表
現
効
果
を
狙
っ
て
の
使
用
で
あ
る
の
か
を
弁
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
一
般
に
定

色
菓
芋
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格
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三
八

着
し
て
い
た
別
名
の
使
用
と
、
編
者
（
或
い
は
消
息
の
差
出
人
）
　
に
よ
る
計
算
さ
れ
た
表
現
に
於
い
て
の
使
用
と
い
う
二
様
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

次
に
掲
げ
た
表
は
項
目
別
に
各
往
来
に
見
ら
れ
る
別
名
の
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

天

来

往
春

・3

．

1 1 1 1 来往州雲

丁丁‾㌻‾‾丁‾ ‾‾1 ーー 這

‾‾一‾一ー一‾‾ ‾ー‾ 画
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㌃㌻丁丁㌻‾㌃丁㌻ ‾ー 雨
‾ー‾‾ーー

ー
‾
－
‾
－‾
‾⊥‾‾
－
丁
＿
佃

‾‾‾‾‾
‾‾
ー
ー
脚

‾‾－lー‾‾‾
一－
‾－ 再

ー‾ー－‾丁－‾ ‾ー‾ 両
‾‾‾‾－‾‾1 ー‾

－
－－‾‾ ．斬

ー‾－ー一ー‾ー ‾‾－ー 蒜
‾‾‾ー－l一

一
‾
－
‾
－
‾
－
‾
－
‾‾ 轟

－ーーー一ー
ー
‾－ 雨
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㌃
＿
㌻‾1 ‾5 丁㌃㌃丁

＿
‾2
＿
㌃
＿
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魚
こ
の
表
に
依
れ
ば
院
政
期
以
降
に
成
立
し
た
往
来
の
中
に
使
用
さ
れ
た
別
名
は
、
ほ
と
ん
ど
雲
州
往
来
に
於
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
別
名
の
中

に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

包
摂
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
＊
印
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
垂
髪
往
来
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
湖
」
の

別
名
「
青
草
」
、
「
磐
」
の
別
名
「
洒
濱
」
、
釈
氏
往
来
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
菊
」
の
別
名
「
部
隊
」
、
手
習
覚
往
来
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
書
跡
」

の
別
名
「
垂
露
」
で
あ
る
。

（30）

垂
髪
往
来
は
釈
氏
往
来
型
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
息
の
内
容
は
寺
院
に
於
け
る
垂
髪
の
遊
戯
や
詩
会
等
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
青
草
」
は
暑
さ
に
耐
え
か
ね
て
桂
河
に
遊
ん
だ
時
の
消
息
で
あ
り
、
そ
の
風
情
を
詩
的
に
表
現
し
た
場
面
に
用
い
ら
れ
る
。

タ

　

メ

ル

カ

　

　

一

　

　

　

レ

ル

ト

カ

　

　

一

〇
曲
岸
之
勢
、
激
浪
之
声
、
如
r
臨
二
白
石
灘
↓
省
r
来
二
　
青
草
湖
可
　
（
六
月
状
）

又
、
「
酒
濱
」
は
八
幡
宮
寺
の
大
般
若
経
供
養
を
し
た
い
が
、
笛
等
を
ま
と
も
に
吹
け
る
垂
髪
が
居
な
い
為
、
こ
れ
を
を
借
り
受
け
た
い
と
申

し
入
れ
る
状
に
対
句
仕
立
て
で
用
い
ら
れ
る
。

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

ヲ

　

　

　

ノ

　

　

シ

ヌ

　

　

　

7

ツ

サ

　

　

　

　

　

一

テ

　

ノ

ヲ

　

シ

　

シ

　

ヲ

○
同
宿
児
童
等
、
少
く
雌
呈
二
一
買
笛
等
其
仁
開
如
華
。
酒
濱
之
梓
、
村
亭
之
竹
、
徒
閣
真
器
へ
難
レ
奏
二
雅
音
可
　
（
四
月
状
）

垂
髪
往
来
は
そ
の
内
容
上
、
雲
州
往
来
の
よ
う
な
文
人
色
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
為
に
こ
の
よ
う
な
別
名
の
使
用
が
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

釈
氏
往
来
の
「
蹄
解
」
の
使
用
場
面
は
、
大
乗
会
の
御
幸
に
関
す
る
記
録
の
求
め
に
対
す
る
返
状
で
あ
り
、
そ
の
御
車
の
様
子
を
多
少
改
っ
た

口
調
で
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

ミ

キ

ノ

ハ

ン

ノ

ヲ

サ

　

ハ

ク

　

　

コ

ウ

ハ

ウ

ヌ

ケ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

；

ケ

　

カ

　

ヲ

　

　

ル

　

セ

　

　

シ

ヨ

タ

一

一

　

　

カ

リ

ハ

カ

マ

ノ

　

ザ

ウ

　

テ

キ

　

ク

ヱ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ム

ス

ヒ

　

ヲ

○
右
番
長
、
秦
某
。
容
貌
抜
誌
、
進
退
有
巌
。
殊
寧
家
輿
不
適
二
流
俗
一
炊
。
狩
袴
　
風
流
。
響
好
之
菊
。
漠
林
之
葉
。
姑
r
之
、

カ

サ

ル

ヲ

　

ツ

ク

シ

セ

ン

　

　

　

ヒ

餅
レ
之
。
轟
レ
善
、
轟
レ
美
。
　
（
第
二
十
二
状
）

色
菓
字
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
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こ
の
例
も
亦
、
垂
髪
往
来
と
同
様
に
、
秦
某
の
姿
を
詩
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

手
習
党
往
来
は
手
習
の
心
得
や
方
法
を
中
心
に
編
ま
れ
た
と
い
う
内
容
の
特
殊
性
か
ら
「
書
跡
」
の
別
名
「
垂
露
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
院
政
期
以
降
の
往
来
に
於
い
て
も
、
表
現
効
果
を
狙
っ
た
漢
文
調
の
詩
的
表
現
を
す
る
場
合
に
別
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
雲
州

往
来
の
よ
う
に
多
種
の
項
目
に
わ
た
る
多
数
の
別
名
の
使
用
は
他
の
往
来
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
表
現
効
果
を
狙
っ
た
別
名
の
使
用
と
、
富

士
野
往
来
末
尾
に
附
さ
れ
た
「
異
名
尽
」
が
文
学
的
方
面
の
学
習
の
為
に
編
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
、
又
、
書
札
作
法
抄
の
記
述
と
を
考
え
あ
わ
せ

れ
ば
、
古
往
来
に
於
け
る
別
名
の
使
用
は
平
安
後
期
か
ら
中
世
末
期
を
通
し
て
、
漢
詩
文
の
文
学
的
背
景
を
有
す
る
人
、
場
面
に
於
い
て
で
あ
っ

た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

色
菓
芋
類
抄
の
別
名
が
い
か
な
る
意
図
を
持
っ
て
増
補
さ
れ
l
た
の
か
と
い
う
問
題
解
明
の
一
段
階
と
し
て
古
往
来
に
於
け
る
別
名
の
使
用
を
そ

の
使
用
量
、
使
用
場
面
、
又
、
そ
れ
ら
と
往
来
の
内
容
と
の
関
係
と
い
う
視
点
で
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
幾
つ
か
の
手
掛
り
が
得
ら
れ
た
と

思
う
。往
来
は
時
代
が
降
る
と
と
も
に
初
等
教
科
書
と
し
て
独
り
歩
き
を
は
じ
め
る
も
の
で
あ
り
、
往
来
が
当
時
の
消
息
そ
の
も
の
の
反
映
で
あ
る
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
往
来
が
消
息
の
模
範
文
例
と
し
て
存
在
す
る
以
上
は
、
当
時
の
消
息
そ
の
も
の
に
於
け
る
別

名
の
使
用
の
様
子
は
、
往
来
物
と
い
う
消
息
の
模
範
た
る
性
格
か
ら
、
往
来
の
そ
れ
と
は
大
き
な
差
は
な
い
、
或
い
は
そ
れ
よ
り
も
使
用
量
が
少

な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
所
謂
往
来
物
で
は
な
い
消
息
一
通
々
々
に
於
け
る
別
名
の
使
用
を
調
査
し
、
今
回
の
調
査
結
果
と
つ
き
比
べ
る
必
要

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

又
、
今
回
は
色
葉
字
類
抄
に
登
載
せ
ら
れ
た
別
名
を
基
に
し
て
考
察
を
進
め
た
が
、
ひ
と
た
び
色
葉
字
類
抄
か
ら
離
れ
て
、
別
名
（
異
畳
と



い
う
；
の
語
群
が
当
時
の
文
献
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

注（
l
）
　
相
坂
一
成
「
色
業
字
類
抄
の
一
語
彙
群
」
国
語
学
三
十
三
担
、
昭
和
三
十
三
年
六
月
。

（
2
）
（
3
）
　
拙
稿
「
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
類
書
の
受
容
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
四
十
四
巻
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
。

▽
（
4
）
　
山
田
俊
雄
「
色
葉
字
類
抄
の
畳
字
門
の
語
の
注
「
－
詞
」
の
意
義
」
『
山
田
孝
雄
追
憶
・
史
学
語
学
論
集
』
所
収
、
昭
和
三
十
八
年
七
月
。

（
5
）
　
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

雲
州
往
来
・
－
『
雲
州
往
来
事
禄
本
研
究
と
総
索
引
　
太
文
・
研
究
篇
』
三
保
忠
夫
二
二
保
サ
ト
子
編
著
　
和
泉
書
院
。

和
泉
往
来
－
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
『
和
泉
往
来
　
高
野
山
西
南
院
蔵
』
　
臨
川
書
店
。

高
山
寺
本
古
往
来
－
高
山
寺
資
料
叢
書
塊
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
　
東
京
大
学
出
版
会
。

東
山
往
来
・
菅
丞
相
往
来
・
釈
氏
往
来
・
貴
嶺
問
答
・
十
二
月
往
来
・
新
十
二
月
往
来
・
垂
髪
往
来
・
雑
筆
往
来
・
常
途
往
来
・
手
習
覚
往
来
・
御
慶
往

来
1
『
日
本
教
科
書
大
系
・
往
来
編
』
所
収
、
講
談
社
。

（
6
）
　
注
（
2
）
文
献
。

（
7
）
　
富
沢
義
則
「
法
隆
寺
本
明
衡
往
来
」
『
国
語
国
文
の
研
究
』
所
収
。

（
8
）
　
川
口
久
雄
「
明
衡
往
来
諸
本
考
」
国
語
国
文
第
九
巻
第
二
号
、
昭
和
十
四
年
二
月
。

（
9
）
植
垣
節
也
「
記
監
『
和
泉
往
来
』
の
原
作
者
を
め
ぐ
っ
て
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
二
十
四
韓
、
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
。
同
「
〝
和
泉
往
来
の
原
作

者
″
再
論
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
撃
二
十
韓
、
昭
和
四
十
年
八
月
。

玩
）
　
築
島
裕
「
高
山
寺
本
古
往
来
の
文
献
学
的
研
究
」
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来

（
1
1
）
　
平
泉
澄
『
中
世
に
於
け
る
社
寺
と
社
会
と
の
関
係
』
大
正
十
五
年
。

（
ほ
）
　
石
川
謙
『
日
本
教
科
書
大
系
　
往
来
編
一
』
所
収
解
題
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
。

（
誓
　
注
（
望
文
献
『
往
来
編
二
』
昭
和
四
十
二
年
五
月
。

（
望
　
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
昭
和
十
一
年
。

（
一
望
（
1
6
）
　
往
（
1
2
）
文
献
。

色
葉
字
類
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格

表
白
集
』
所
収
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
。

四
三
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（
1
7
）
（
1
8
）
（
1
9
）
（
2
0
）
　
注
（
1
3
）
文
献
。

（
2
1
）
　
注
　
（
1
2
）
文
献
。

（
2
2
）
　
石
川
謙
『
古
往
来
に
つ
い
て
の
研
究
』
昭
和
二
十
四
年
八
月
。

（
2
3
）
　
注
　
（
1
2
）
文
献
。

（
2
4
）
　
注
　
（
2
2
）
文
献
。

（
竺
　
三
保
忠
夫
二
二
保
サ
ト
子
編
『
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
本
文
・
研
究
篇
』
所
収
、
研
究
福
第
二
章
「
構
成
と
成
立
」
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
。

（
2
6
）
　
奥
田
勲
「
高
山
寺
本
古
往
来
を
め
ぐ
っ
て
　
－
　
そ
の
世
界
と
作
者
に
関
す
る
試
論
1
－
」
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
所

収
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
。

（
2
7
）
　
注
　
（
2
5
）
文
献
。

（
2
8
）
　
注
（
2
6
）
文
献
。

（
2
9
）
　
注
（
1
．
2
こ
文
献
。

（
3
0
）
　
注
（
1
3
）
文
献
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
五
十
九
年
八
月
十
二
日
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
手
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席

上
会
員
各
位
よ
り
あ
り
が
た
い
御
助
言
を
賜
っ
た
。
又
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
御
指
導
賜
っ
た
。
更
に
本
稿
を
成
す
に
当
っ
て
蒙
っ
た
諸
先
学
の
学

風
に
対
し
て
、
こ
こ
に
並
び
記
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。




